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د
メߘ

デ
ィ
ア
か
ら

つ
な
が
り
の
場
の
創
出
へ

筆
者
が
「
離
島
経
済
新
聞
」（
以
下
、
リ
ト

ケ
イ
）
を
立
ち
上
げ
て
一
五
年
に
な
る
。
き

っ
か
け
は
「
日
本
に
あ
る
、
良
い
も
の
な
の

に
あ
ま
り
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
紹
介

す
る
メ
デ
ィ
ア
」
を
つ
く
ろ
う
と
思
い
立
っ

た
こ
と
。
そ
し
て
、
縁
あ
っ
て
訪
れ
た
広
島

県
の
大
崎
上
島
で
、
住
民
に
「
こ
の
島
は
宝

島
だ
」
と
教
わ
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

わ
ず
か
な
自
己
資
金
と
出
資
金
を
集
め
て
、

二
〇
一
〇
年
に
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
を
ス
タ
ー

ト
し
、
一
二
年
に
『
季
刊ritokei

』
と
い
う

新
聞
を
創
刊
。
一
四
年
か
ら
運
営
母
体
が
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
離
島
経
済
新
聞
社
と
な
り
、
メ
デ

ィ
ア
と
地
域
づ
く
り
の
両
輪
で
事
業
を
展
開

し
て
き
た
。
法
人
と
し
て
は
一
〇
人
程
度
の

組
織
な
が
ら
、
多
様
な
ス
キ
ル
や
実
績
を
持

つ
メ
ン
バ
ー
が
い
て
、「
半は

ん

島と
う

半は
ん

Ｘエ
ッ
ク
ス

」「
う
み

ね
こ
組
」
と
い
う
業
務
委
託
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
活
動
に
加
わ
る
メ
ン
バ
ー
が
四
〇
～
五

リ
ト
ケ
イ
と
シ
マ
会
議
か
ら

生
ま
れ
た
広
域
連
携
の
輪

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
離
島
経
済
新
聞
社
代
表
理
事

鯨い
さ

も
と本

あ
つ
こ

く
る
と
思
っ
て
い
て
、
と
り
わ
け
島
の
時
代

が
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
（
山
極
）」
と
語
っ

て
い
る
。
人
口
減
少
や
気
候
変
動
、
孤
独
・

〇
人
規
模
に
な
っ
た
お
か
げ
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
が
実
行
で
き
て
い
る
。
島
の
皆
さ
ん

や
運
営
メ
ン
バ
ー
、
サ
ポ
ー
タ
ー
や
読
者
な

ど
数
え
き
れ
な
い
方
々
の
想
い
や
支
え
に
改

め
て
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

『ritokei

』の
読
者
は
、各
種
媒
体
の
累
計

で
年
間
五
〇
万
人
ほ
ど
。新
聞
は
、約
一
七

〇
島
を
含
む
全
国
約
一
三
〇
〇
カ
所
強
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。読
者
は
、島
の
住
民
は
も
ち

ろ
ん
、地
縁
血
縁
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、島
が

好
き
で
通
い
続
け
る
人
や
、仕
事
で
島
に
関

わ
る
人
な
ど
が
中
心
。純
粋
に
「
島
を
想
う

人
」が
多
く
、島
づ
く
り
を
牽
引
す
る
全
国
各

地
の
キ
ー
マ
ン
の
出
会
い
を
媒
介
す
る
場

（
機
会
）
に
も
な
っ
て
い
る
た
め
、近
年
は（
メ

デ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
）
リ
ア
ル
な
出
会
い
と
学

び
の
機
会
の
創
出
に
も
力
を
入
れ
て
き
て
い

る
。例
え
ば
、離
島
留
学
生
を
募
集
す
る

島
々
と
島
外
の
親
子
を
つ
な
ぐ
広
報
や
、持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
キ
ー
マ
ン
や
読
者

を
集
め
る
「
未
来
の
シ
マ
共
創
会
議
（
以
下
、

シ
マ
会
議
）」が
あ
る
。



17
No.284季刊しま

る
創
造
力
と
生
き
る
力
」「
利
他
的
生
き
残
り

の
先
進
地
域
」
な
ど
の
事
例
を
収
録
。
解
剖

学
者
の
養
老
孟
司
さ
ん
や
、
霊
長
類
学
者
の

山
極
寿
一
さ
ん
、
哲

学
者
の
内
山
節
さ

ん
な
ど
に
も
登
場
い

た
だ
い
た
。
日
本
を

代
表
す
る
有
識
者
の

方
々
は
、
本
書
の
中

で
「
世
界
中
が
都
市

化
し
た
こ
と
に
対
し

て
、
自
然
が
残
っ
て

い
る
こ
と
が
島
の
価

値
だ
と
言
う
だ
け
で

は
な
く
、
考
え
を
逆

転
し
ま
し
ょ
う
。
島

み
た
い
な
と
こ
ろ
で

生
き
る
の
が
人
間
の

本
当
で
、
都
市
は
変

だ
と
い
う
こ
と
で
す

（
養
老
）」、「
こ
れ
か

ら
は
地
方
の
時
代
が

持
続
可
能
な
世
界
を
牽
引
す
る「
シ
マ
」

二
〇
二
四
年
一
一
月
一
四
日
、
コ
ロ
ナ
禍

明
け
の
経
済
活
動
が
本
格
化
し
始
め
た
タ
イ

ミ
ン
グ
で
シ
マ
会
議
を
初
開
催
し
た
。
き
っ

か
け
は
、
同
年
四
月
に
『ritokei

』
の
一
部

を
ま
と
め
た
著
書
『
世
界
が
か
わ
る
シ
マ
思

考
―
離
島
に
学
ぶ
、
生
き
る
す
べ
』（
以
下
、

シ
マ
思
考
）を
上
梓
し
た
こ
と
だ
。
シ
マ
会
議

や
シ
マ
思
考
で
は
、
あ
え
て
「
シ
マ
」
を
カ

タ
カ
ナ
で
表
記
し
、「
ア
イ
ラ
ン
ド
（
離
島
）」

で
は
な
く
「
人
と
人
が
支
え
合
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
と
意
味
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
奄

美
大
島
で
は
「
シ
マ
＝
集
落
」
を
意
味
す
る
、

と
取
材
時
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
起
因

す
る
。「
シ
マ
（
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）」
を
主
語

と
す
る
こ
と
で
、
離
島
に
興
味
関
心
を
抱
く

層
は
も
ち
ろ
ん
、
人
が
生
き
て
い
く
上
で
の

重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
よ
り
広
く
訴
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
だ
。

シ
マ
思
考
に
は
、
筆
者
が
離
島
地
域
の
キ

ー
マ
ン
か
ら
教
わ
っ
た
「
な
い
か
ら
生
ま
れ

ߘ د

く
る
と
思
っ
て
い
て
、
と
り
わ
け
島
の
時
代

が
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
（
山
極
）」
と
語
っ

て
い
る
。
人
口
減
少
や
気
候
変
動
、
孤
独
・

第1回シマ会議の模様。約300人が参加した。
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最
大
の
問
題
で
あ
る
。
二
五
年
に
入
り
、
隠

岐
諸
島
や
奄
美
の
喜
界
島
航
路
な
ど
で
、
船

員
不
足
に
よ
る
減
便
問
題
が
相
次
い
で
ニ
ュ

ー
ス
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、「
意
志
あ

る
未
来
を
シ
マ
か
ら
創
る
」
を
主
テ
ー
マ
に
、

「
海
の
道
を
維
持
す
る
た
め
に
」と
題
し
た
ト

ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
た
。
当
日
は
、

国
土
交
通
省
海
事
局
内
航
課
の
叶
雅
仁
課

長
、
青
ヶ
島
航
路
・
母
島
航
路
を
運
営
す
る

伊
豆
諸
島
開
発
株
式
会
社
の
山
本
忠
和
代
表

取
締
役
、
離
島
航
路
を
研
究
す
る
九
州
産
業

大
学
の
行ゆ

き

平ひ
ら

真
也
准
教
授
、
自
動
航
行
で
海

の
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
す
る
株
式
会
社
エ
イ
ト
ノ

ッ
ト
創
業
者
の
木
村
裕
人
氏
に
登
壇
い
た
だ

き
、
航
路
問
題
の
背
景
に
あ
る
深
刻
な
船
員

不
足
を
中
心
に
、
国
の
意
向
も
交
え
な
が
ら

検
討
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
者
か
ら
「
船

員
の
待
遇
改
善
が
必
要
で
は
？
」
と
い
う
意

見
も
寄
せ
ら
れ
、「
他
の
船
員
職
種
の
皆
さ
ん

と
見
劣
り
し
な
い
よ
う
な
処
遇
改
善
を
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
（
叶
）」「
ま
ず
は
島
の
皆

さ
ん
に
航
路
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

参
加
者
間
の
出
会
い
の
創
出
に
努
め
た
。

会
議
に
は
、
島
の
住
民
や
行
政
、
島
に
関

心
の
あ
る
企
業
や
団
体
、
関
係
省
庁
の
方
々

や
大
学
生
な
ど
、約
三
〇
〇
人
が
参
加
。「
次

は
シ
マ
で
会
い
ま
し
ょ
う
！
」
を
合
言
葉
に
、

盛
会
裏
に
幕
を
閉
じ
た
シ
マ
会
議
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
そ
の
後
に
島
で
再
会
を
果
た
し

た
人
や
、
自
治
体
と
企
業
の
新
た
な
連
携
事

例
な
ど
が
多
数
生
ま
れ
て
い
る
。

シ
マ
か
ら
創
る「
意
志
あ
る
未
来
」

二
〇
二
五
年
一
〇
月
九
日
に
開
催
し
た
第

二
回
シ
マ
会
議
は
、
島
で
生
活
し
て
い
く
上

で
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
交
通
」
と

い
う
重
要
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
検
討
し
た
こ

と
が
、大
き
な
特
徴
だ
。
リ
ト
ケ
イ
で
は
、島

の
営
み
に
必
要
な
要
素
を「
交
通
」「
子
育
て

教
育
」「
医
療
」「
住
ま
い
」「
仕
事
」
と
し
、

こ
れ
ら
を
維
持
す
る
た
め
の
「
人
」「
お
金
」

「
ノ
ウ
ハ
ウ
」「
情
報
」
の
不
足
を
補
う
必
要

性
を
論
じ
て
き
た
が
、
そ
の
中
で
も
交
通
は

孤
立
な
ど
、
明
治
以
降
、
拡
大
を
続
け
て
き

た
社
会
構
造
が
崩
壊
し
て
い
く
時
代
に
、
心

豊
か
に
生
き
る
術す

べ

が
（
離
島
の
）「
シ
マ
」
に

あ
る
こ
と
を
力
強
く
示
し
て
い
る
。

そ
ん
な
思
考
を
軸
に
、
持
続
可
能
な
世
界

を
共
に
創
る
仲
間
と
出
会
い
、
学
び
合
え
る

場
と
し
て
始
め
た
の
が
シ
マ
会
議
で
あ
る
。

第
一
回
目
は
、「
な
つ
か
し
く
て
あ
た
ら
し
い

未
来
を
共
に
創
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
ア
イ

ラ
ン
ダ
ー
（
国
土
交
通
省
・
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー

共
催
）
の
会
期
に
合
わ
せ
、東
京
駅
前
の
「
ミ

ッ
ド
タ
ウ
ン
八
重
洲
」
で
開
催
し
た
。
本
会

議
を
よ
り
有
意
義
な
も
の
に
す
る
た
め
、
当

日
ま
で
に
全
一
〇
回
の
事
前
オ
ン
ラ
イ
ン
勉

強
会
を
開
き
、本
番
は
「
理
想
の
共
創
」「
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
シ
マ
へ
」「
海
を
越
え
る
防

災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
働
き
方
と
人
材
確
保
」

「
持
続
可
能
な
お
金
の
循
環
」の
五
つ
の
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、「
人
材

不
足
を
越
え
る
ア
イ
デ
ア
」「
子
育
て
層
が
や

っ
て
く
る
ア
イ
デ
ア
」
を
思
考
す
る
共
創
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
交
流
エ
リ
ア
な
ど
で
の
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社
う
む
さ
ん
ラ
ボ
の
比
屋
根
隆
代
表
取
締

役
な
ど
に
よ
る
「
つ
な
が
り
の
共
創
」、離
島

医
療
会
議
を
運
営
す
る
株
式
会
社
風
と
土
と

の
阿
部
裕
志
代
表
取
締
役
と
青
ヶ
島
村
診
療

所
の
岩
瀬
翔
所
長
、医
師
と
し
て
与
那
国
島

で
の
勤
務
経
験
を
持
つ
エ
レ
コ
ム
ヘ
ル
ス
ケ

ア
株
式
会
社
の
葉は

田だ

甲
太
代
表
取
締
役
を
迎

え
た
「
シ
マ
で
守
る
命
と
健
康
」、日
本
総
合

研
究
所
主
席
研
究
員
の
藻
谷
浩
介
氏
に
よ
る

「
島
に
は
夢
が
あ
る
」な
ど
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ

ョ
ン
や
、「
旅
」「
防
災
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。

第
二
回
シ
マ
会
議
は
、国
土
交
通
省
の「
ス

マ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」（
詳
細
は
本

号TO
PICS

参
照
）
と
の
同
時
開
催
と
し
、
有

楽
町
の
「Tokyo Innovation Base

」
を
リ

ア
ル
会
場
に
、
全
国
か
ら
も
参
加
で
き
る
よ

う
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
に
も
力
を
入
れ
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
上
に
寄
せ
ら
れ
る
コ
メ
ン
ト
を
、

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
内
で
も
取
り
上
げ
な
が

ら
、
皆
で
会
議
を
共
創
。
参
加
者
は
、
関
係

者
を
含
め
て
約
一
二
〇
〇
人
に
上
っ
た
。

ߘ د

「海の道を維持するために」をテーマとしたトークセッション。

が
大
切
（
行
平
）」
な
ど
、
複
雑
な
課
題
の
解

消
に
向
け
た
ア
イ
デ
ア
や
ヒ
ン
ト
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
ほ
か
、
人
口
減
少
が
進
む
地
域
に
お

い
て
「
島
だ
け
で
は
叶
え
ら
れ
な
い
こ
と
」

を
「
共
創
」
に
よ
っ
て
解
決
す
る
た
め
の
足

掛
か
り
と
し
て
、「
か
ご
し
ま
島
嶼
フ
ァ
ン

ド
」
を
立
ち
上
げ
た
山
下
賢
太
氏
や
株
式
会
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シ
マ
会
議
か
ら
生
ま
れ
た

緊
急
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
二
回
シ
マ
会
議
の
前
日
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
一
〇
月
八
日
に
「
生
き
残
れ
る
シ
マ
の

防
災
と
関
係
人
口
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
た
。
東
京
・
紀
尾

井
町
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ヤ
フ
ー
本
社
で
開
い
た
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
理
事

長
を
務
め
る
荒
木
耕
治
鹿
児
島
県
屋
久
島
町

長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
久
保
源
一
郎
同
十
島

村
長
、
内
閣
官
房
防
災
庁
設
置
準
備
室
の
大

山
璃り

久く

参
事
官
補
佐
な
ど
に
ご
登
壇
い
た
だ

き
、
離
島
の
自
治
体
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ん

で
、
災
害
時
に
「
島
だ
け
で
は
叶
え
ら
れ
な

い
こ
と
」
を
補
う
た
め
の
「
愛
の
あ
る
関
係

人
口
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
た
。

そ
の
翌
九
日
、
台
風
二
二
号
が
八
丈
島
と

青
ヶ
島
に
襲
来
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
。
特
に
八
丈
島
で
は
、
風
雨
に
よ
る
家

屋
の
倒
壊
だ
け
で
な
く
、
土
砂
災
害
に
よ
る

水
源
地
の
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

た
。「
水
が
な
い
の
で
氷
を
作
れ
ず
漁
に
も
出

る
こ
と
が
で
き
な
い
」「
ト
イ
レ
が
使
え
な
い

た
め
飲
食
店
で
は
お
客
様
を
迎
え
入
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
、
営
業
停

止
状
態
に
な
っ
た
事
業
者
の
ほ
と
ん
ど
が
中

小
・
零
細
企
業
や
個
人
事
業
主
だ
と
い
う
の

も
特
徴
で
、
収
入
が
途
絶
え
た
な
か
で
の
従

業
員
へ
の
給
与
の
支
払
い
や
借
入
金
の
返
済

な
ど
困
難
を
極
め
る
状
況
に
陥
っ
た
。

島
内
の
経
済
停
滞
が
長
引
け
ば
、
廃
業
す

る
事
業
者
や
島
を
離
れ
る
人
が
増
え
て
し
ま

う
。
そ
れ
は
、
島
の
未
来
に
大
き
な
影
を
落

と
す
こ
と
に
つ
な
が
る
―
。
そ
こ
で
、
リ

ト
ケ
イ
で
は
、
シ
マ
会
議
の
本
番
中
に
、
ス

タ
ッ
フ
が
「
緊
急
支
援
募
金
」
を
始
め
る
と

と
も
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
と
し
て
来
場
し
て
い
た
一
般
社
団
法

人
ア
ッ
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
伊
藤
奨
代
表
理

事
と
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
協
議
し
、
一
〇

日
に
同
法
人
と
リ
ト
ケ
イ
と
の
連
携
で
「
緊

急
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
た
。同

氏
は
、
リ
ト
ケ
イ
の
元
イ
ン
タ
ー
ン
で
あ
り
、

現
在
は
東
京
諸
島
の
地
域
づ
く
り
を
牽
引
す

る
人
物
で
あ
る
。

大
規
模
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け

て
は
、
全
国
か
ら
集
ま
る
義
援
金
や
公
的
支

援
が
重
要
と
な
る
が
、
性
質
上
、
支
援
が
届

く
ま
で
に
は
ど
う
し
て
も
時
間
が
か
か
る
。

そ
こ
で
、
伊
藤
代
表
と
話
し
合
い
、
第
一
支

援
と
し
て
「
迅
速
に
で
き
る
小
口
支
援
」
を

目
指
し
た
。
リ
ト
ケ
イ
が
受
け
皿
と
な
る
支

援
金
は
義
援
金
と
異
な
り
、
使
途
を
柔
軟
に

設
定
で
き
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
被
災
に
よ

り
事
業
停
止
・
縮
小
に
追
い
込
ま
れ
た
事
業

者
へ
分
配
す
る
こ
と
に
し
た
。
寄
付
金
を
預

か
る
責
任
は
重
く
、
管
理
業
務
に
か
か
る
コ

ス
ト
も
莫
大
と
な
る
た
め
、
う
み
ね
こ
組
か

ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
リ
ト
ケ
イ
の

メ
ン
バ
ー
と
合
わ
せ
て
七
名
体
制
で
支
援
に

あ
た
っ
た
。

リ
ト
ケ
イ
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
寄
付
と

支
援
希
望
の
双
方
の
申
し
込
み
を
呼
び
か
け

る
と
、
約
一
カ
月
で
三
〇
〇
人
以
上
か
ら
一

〇
〇
〇
万
円
を
超
え
る
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
た
。
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ܵ
ຊ
͋
ͭ
（͜
い
͞
΋
ͱ
͋
ͭ
͜
）

一
九
八
二
年
生
ま
れ
。大
分
県
日
田
市
出
身
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
離

島
経
済
新
聞
社
代
表
理
事
、島
に
学
ぶ
メ
デ
ィ
ア
『ritokei

』

統
括
編
集
長
。地
方
誌
編
集
者
、経
済
誌
の
広
告
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
、イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
な
ど
を
経
て
二
〇
一
〇
年
に
離
島
経

済
新
聞
社
を
設
立
。現
在
は
自
ら
の
「
シ
マ
」で
あ
る
日
田
～

那
覇
を
生
活
拠
点
に
、全
国
の
島
々
を
飛
び
ま
わ
る
。美
ら
島

沖
縄
大
使
、沖
縄
振
興
審
議
会
専
門
委
員
、沖
縄
県
地
方
創
生

推
進
会
議
委
員
、奄
美
群
島
振
興
開
発
審
議
会
委
員
な
ど
も
歴

任
。リ
ト
ケ
イ
と
島
の
キ
ー
マ
ン
た
ち
で
つ
く
っ
た
『
世
界
が

か
わ
る
シ
マ
思
考

︱
離
島
に
学
ぶ
、生
き
る
す
べ
』

（issue+design

）
で
は
編
集
・
執
筆
を
担
当
。

ߘ د

リ
ト
ケ
イ
は
二
〇
二
五
年
二
月
に
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
を
取
得
し
て
い
た
た
め
、
我
わ
れ
を
通
じ

た
寄
付
が
寄
付
控
除
の
対
象
に
で
き
る
こ
と

も
功
を
奏
し
た
と
言
え
る
。

八
丈
島
・
青
ヶ
島
か
ら
は
、
累
計
八
五
の

事
業
者
か
ら
申
込
を
い
た
だ
い
た
。
一
〇
月

二
一
日
か
ら
一
一
月
二
八
日
に
か
け
て
、
被

害
状
況
や
経
営
状
態
が
確
認
で
き
た
七
四
事

業
者
に
総
額
九
七
七
万
円
を
分
配
し
た
。
現

在
は
、
残
る
事
業
者
に
対
す
る
支
援
と
と
も

に
、
第
二
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
（
Ｃ
Ｆ
）
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「ForG
O

O
D

」
と
連
携
し
た
、事
業
者
の
Ｃ

Ｆ
の
立
ち
上
げ
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
。
な

お
、ForG

O
O

D

の
小
松
航
大
代
表
は
、
う

み
ね
こ
組
に
所
属
し
て
お
り
、
シ
マ
会
議
に

も
参
加
し
て
い
た
た
め
迅
速
な
連
携
を
と
る

こ
と
が
で
き
た
。

Ｃ
Ｆ
で
は
、
一
二
月
二
日
ま
で
に
計
二
九

〇
〇
万
円
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら

に
第
三
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
、
経
済
の
早
期
復

興
を
支
援
す
る
企
画
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
緊
急
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
リ
ト

ケ
イ
が
一
五
年
か
け
て
培
っ
て
き
た
島
を
想

う
皆
さ
ん
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
シ
マ
会

議
が
な
け
れ
ば
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

な
か
っ
た
。
ひ
と
り
だ
け
、
ひ
と
つ
の
島
だ

け
で
は
叶
わ
な
い
こ
と
で
も
、
皆
で
連
携
す

れ
ば
叶
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
の
島
々

が
い
つ
ま
で
も
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で

き
る
場
所
で
あ
れ
る
よ
う
、
リ
ト
ケ
イ
は
学

び
合
い
と
支
え
合
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ

ら
に
強
化
し
、
島
の
日
常
や
ピ
ン
チ
、
夢
や

未
来
を
支
え
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

■

八丈島・青ヶ島の「事業者応援緊急支援募金」の概略。




